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昭
和
五
十
六
年
十
一
月
二
十
六
日
提
出 

質

問

第

一

六

号 

  

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

問
主
意
書 

東
京
女
子
医
科
大
学
衛
生
学
教
室
第
II
講
座
に
お
け
る
企
業
等
か
ら
の
委
託
実
験
に
関
す
る
再
質 

昭
和
五
十
六
年
十
一
月
二
十
六
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

福 

田 
 

一 

殿 

提 

出 

者 
 

矢 

山 

有 

作 

 

一 

 



 

し
か
る
に
、
先
に
「
東
京
女
子
医
科
大
学
衛
生
学
教
室
第

II
講
座
に
お
け
る
企
業
等
か
ら
の
委
託
実
験
に
関
す 

 
 

る
質
問
主
意
書
」
（
昭
和
五
十
六
年
十
月
八
日
提
出
質
問
第
二
号
）
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
に
対
す
る
答
弁 

 
 

 
 

書
（
内
閣
衆
質
九
五
第
二
号
）
は
、
内
容
の
不
備
、
事
実
に
反
す
る
部
分
等
あ
り
、
誠
意
の
存
在
を
す
ら
疑
わ
ざ
る 

 
 

 

を
え
な
い
も
の
で
、
質
問
の
主
意
は
必
ず
し
も
満
た
さ
れ
な
か
つ
た
。 

従
つ
て
、
私
学
と
い
え
ど
も
、
そ
の
経
理
が
国
民
に
疑
惑
を
抱
か
せ
る
よ
う
な
内
容
で
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
。 

 
 

 

同
時
に
、
教
育
・
研
究
等
に
関
し
て
、
国
民
の
不
信
を
招
く
よ
う
な
事
態
は
道
義
的
に
も
許
さ
れ
な
い
。 

学
校
法
人
東
京
女
子
医
科
大
学
（
吉
岡
博
人
理
事
長
）
は
、
私
大
等
経
常
費
補
助
金
（
昭
和
五
十
五
年
度
二
十
九 

 
 

億
六
千
二
百
三
十
九
万
円
、
第
十
三
位
）
を
受
け
る
医
学
系
単
科
大
学
で
あ
る
。 

 
問
主
意
書 

東
京
女
子
医
科
大
学
衛
生
学
教
室
第
II
講
座
に
お
け
る
企
業
等
か
ら
の
委
託
実
験
に
関
す
る
再
質 

三 

 



 

国
民
の
税
負
担
に
由
来
す
る
国
庫
か
ら
の
補
助
に
よ
つ
て
運
営
さ
れ
る
大
学
に
お
い
て
、
そ
の
経
理
の
内
容
、 

 
 

教
育
・
研
究
等
の
実
態
が
国
民
の
前
に
公
明
正
大
で
あ
る
べ
き
は
も
と
よ
り
、
公
的
研
究
機
関
の
名
に
お
い
て
実 

 
 

 

施
さ
れ
た
企
業
等
か
ら
の
委
託
実
験
に
関
す
る
疑
義
は
、
大
学
の
問
題
と
し
て
明
ら
か
に
す
べ
き
は
も
ち
ろ
ん
、 

 
 

 

ひ
い
て
は
国
民
の
生
命
の
安
全
性
に
か
か
わ
る
も
の
と
し
て
、
看
過
し
え
な
い
重
要
性
を
持
ち
、
そ
の
対
策
は
緊 

 
 

 

急
を
要
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

一 

同
大
学
衛
生
学
教
室
第
II
講
座
（
石
津
澄
子
教
授
）
に
お
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
に
よ
れ
ば
、
昭
和
四
十
八
年 

 
 

一
月
か
ら
同
五
十
五
年
十
二
月
の
間
に
、
九
十
八
件
の
委
託
実
験
を
受
託
（
当
方
の
調
査
に
よ
れ
ば
百
数
十
件
） 

 
 

し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
企
業
等
か
ら
の
要
請
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
を
大
学
理
事
者
は
承
知
さ
れ
て 

 
 

い
る
か
否
か
。 

従
つ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

教
室
の
独
自
研
究
を
全
く
行
わ
ず
、
企
業
等
か
ら
の
委
託
実
験
が
教
室
の
「
研
究
」
活
動
の
す
べ
て
で
あ
る
よ 

 
 

四 

 



 

二 

一
般
に
大
学
の
講
座
費
、
実
験
・
実
習
費
等
金
銭
の
出
納
は
、
大
学
の
経
理
部
・
課
を
通
じ
、
そ
の
責
任
に 

 
 

 
 

お
い
て
な
さ
れ
る
の
が
通
則
で
あ
る
。 

し
か
る
に
、
同
大
同
講
座
に
お
い
て
は
、
右
期
間
の
受
託
実
験
に
係
る
合
計
一
億
円
を
上
回
る
多
額
の
金
銭 

 
 

を
住
友
銀
行
成
城
支
店
に
開
設
さ
れ
た
同
教
室
（
石
津
澄
子
）
名
義
の
口
座
（
普
2
6
5
6
0
5
）
を
指
定
し
て
収 

受
し
、
独
自
の
管
理
を
行
つ
て
き
た
が
、
大
学
当
局
は
こ
の
事
実
を
知
つ
て
い
た
か
否
か
。 

う
な
実
態
は
、
大
学
と
し
て
正
常
の
姿
と
は
と
う
て
い
考
え
ら
れ
な
い
。
同
大
学
理
事
者
が
、
あ
え
て
こ
れ
を 

 
 

 

容
認
し
て
い
る
は
ず
も
な
い
。
実
際
は
ど
う
か
。 

同
教
授
個
人
の
口
座
で
な
い
と
し
た
ら
、
同
教
授
居
住
地
の
最
寄
銀
行
（
東
京
都
世
田
谷
区
成
城
）
に
開
設
し 

 
 

た
理
由
は
何
か
。 

こ
の
口
座
名
義
人
の
住
所
は
ど
こ
か
。
ま
た
、
こ
の
口
座
の
所
有
者
は
同
教
室
か
、
石
津
澄
子
教
授
個
人 

 
 

 
 

か
。 

五 

 



 

三 

同
大
学
が
同
教
室
第

II
講
座
に
配
分
し
た
昭
和
四
十
九
年
度
以
降
各
年
度
の
講
座
費
、
実
習
費
そ
の
他
の
費 

 
 

用
の
総
額
並
び
に
使
途
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

そ
の
他
明
細
な
答
弁
を
求
め
る
。 

ま
た
、
同
講
座
が
受
託
実
験
費
用
と
し
て
企
業
等
か
ら
収
受
し
た
金
銭
の
出
納
（
昭
和
四
十
八
年
一
月
か
ら 

 
 

現
在
ま
で
）
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

特
に
収
入
に
つ
い
て
は
、 

以
上
の
諸
点
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

(四) 

金
額 

(三) 

実
験
名 

(二) 

支
払
企
業
等
の
名
称 

(一) 

入
金
年
月
日 

六 

 



 

 

七 

四 
大
学
か
ら
配
分
さ
れ
る
講
座
費
、
大
学
の
施
設
・
設
備
等
を
使
用
し
、
か
つ
、
大
学
か
ら
給
与
を
受
け
る
教 

 
 

 
 

職
員
の
手
で
な
さ
れ
る
受
託
実
験
の
実
施
に
際
し
、
「
費
用
」
と
称
し
て
、
施
設
使
用
料
、
考
査
料
、
人
件
費
を 

 
 

 

企
業
等
（
委
託
者
）
に
請
求
し
、
そ
の
収
入
を
大
学
経
理
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
な
し
に
、
ま
た
、
「
人
件
費
」
と
し 

 
 

 

て
請
求
・
受
領
し
た
金
銭
を
実
験
担
当
者
に
支
給
す
る
こ
と
も
な
く
処
理
す
る
こ
と
は
、
同
大
学
と
し
て
正
常 

 
 

の
行
為
と
認
め
ら
れ
る
の
か
。
責
任
あ
る
答
弁
を
求
め
る
。 

五 

先
の
答
弁
書
に
お
い
て
満
た
さ
れ
な
か
つ
た
諸
点
に
関
し
、
以
下
の
答
弁
を
求
め
る
。 

1 

先
の
答
弁
一
に
関
し
、
受
託
実
験
九
十
八
件
に
つ
い
て
各
個
の
実
施
期
間
、
実
施
場
所
、
担
当
ス
タ
ッ
フ 

 
 

（
全
員
の
氏
名
）
、
実
験
費
受
領
額
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

2 

先
の
答
弁
二
に
多
く
の
欠
落
が
あ
る
。
そ
の
理
由
は
何
か
。
昭
和
四
十
八
年
一
月
か
ら
同
五
十
年
十
二
月 

 
 

の
間
に
在
職
し
た
助
手
全
員
の
氏
名
と
個
々
の
受
託
実
験
と
の
関
連
を
明
確
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


